
 

 

 

 

 

＜本日のスケジュール＞ 

開会の挨拶 13：40     

武蔵野市都市整備部住宅対策課長 

                        大久保 信行 

第１部 13：45～15：25    

講 演 ① 「武蔵野市の防災対策」   

       武蔵野市防災安全部防災課  主任 水野 健吾 

講 演 ② 「防災対策に取り組んで（体験談）」 

       メゾン井の頭管理組合    山代 法道 氏 

講 演 ③ 「マンションの防災対策」 

       ㈱住宅・都市問題研究所   代表 平井 允 氏 

休憩   20分程度 

質疑受付、内容整理 

第２部   15：45～16：25 

   質疑応答 

市マンション施策のご案内と閉会の挨拶  16：30 

            武蔵野市都市整備部住宅対策課 

                 （司会進行  マンション NPO） 

 

第１６回 武蔵野市分譲マンション管理セミナー 

「マンションの防災対策」 
 



 

 

 

第１６回 武蔵野市分譲マンション管理セミナー 

 

 

 

マンションの防災対策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年１０月２０日 

 

 

 

■主催   武蔵野市都市整備部住宅対策課 

■会場   武蔵野商工会館４階 市民会議室 

 

 

 

 

 

 



第１部 

 

１．武蔵野市の防災対策     ・・・・ 

 

 

２．防災対策に取り組んで（管理組合体験談）  ・・・・ 

 

 

３．マンションの防災対策     ・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「地震への備え」してますか？ 
～マンションにお住いの方々へ～ 

武蔵野市防災安全部防災課 

 



お伝えしたいこと（概要） 

災害時の備え、大切なことは？ 

マンションとして何をするか？ 

住民が取り組むことは何か？ 

活動事例紹介 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 



大切なことは何か？ 

どのように生命を守るか？ 

自助・共助って何？ 

１ 

２ 

３ 

Ⅰ 災害時の備え、大切なことは？ 



 

 
 

１ 大切なことは何か？ 

１ 生命を守る、生命を救う 

２ 火を出さない、火を消す 

３ 家族との連絡、状況の把握 

４ 被災後の生活を確保する 

あなたは何を備えていますか？ 



 

 

 
 

 

 
 

２ どのように生命を守るか？ 

家屋の耐震化、家具の転倒防止 

安否確認、救助救出、応急手当、救急搬送 

生命を守る：自分の身は自分で守る 

生命を救う：近くの人の助け合いで救う 

自助・共助による活動・備えが重要 



３ 自助・共助って何？ 

 

 
 

自助 

自分の身は自分で守る 
備蓄品の整備、家族でのルール作り 

 

 
 

共助 
（身近な人たちによる共助） 

  初期消火、安否確認、救助救出、応急手当等 
（大きい地域による共助） 
  避難所開設、避難所運営、物資配布、情報伝
達等 



マンションとして何をするか？ 

防災活動のＰＤＣＡサイクル 

住民同士で共有することは何か？ 

どんな訓練を実施するか？ 

１ 

２ 

３ 

４ 

Ⅱ マンションとして何をするか？ 

マンションで何を備蓄するか？ ５ 

自主防災組織をつくろう ６ 



 

 
 

 

 
 

 

 
 

１ マンションとして何をするか？ 

 

 
 

共通認識 

態勢整備 

訓練 

施設・備品の整備 

何が危険か？何で困るか？ 

ルールづくり、仕組づくり 

ルール・態勢の確認 

スキルアップ 

必要な物品の決定・整備 



２ 防災活動のＰＤＣＡサイクル 

サイクルの継続が大切！ 

認識の具体化、スキルの向上、コミュニティの形成 

C： 『確認』 現状の認識、課題の認識の話し合い 

P： 『計画』 態勢づくり・ルールの策定 

D： 『実行』 訓練の実施、資器材の購入 

A： 『改善』 解決策の模索検討の話し合い 



３ 住民同士で共有することは？ 

対策・ルールの確認例 

課題の確認例 

エレベータが使えないのに、車いすの人をどう運ぶ 
下水道が使用できないときのトイレは？ 

担架を用意する 
糞尿を入れたビニル袋をゴミ捨て場に置く 

より多くの人と課題を認識 

より多くの人と対策を検討 



４ どんな訓練を実施するか？ 

火災訓練だけでなく、震災訓練も！ 

消防署や市役所防災課にご相談ください。 

消防署：0422-51-0119／市防災課：0422-60-1821 

起震車による地震体験、煙体験、 
エレベータ閉じ込め体験 

生命を救うための訓練 

安否確認、救助救出、ＡＥＤ取扱い、応急手当、 
担架搬送、初期消火 

生命を守るための訓練 



 

 
 

５ マンションで何を備蓄する
か？ 

水・食料 ⇒ 自助 工具類など ⇒ 共助 

考え方 
   自助の備蓄と共助の備蓄を分ける 
   備蓄ありきで考えない 
   活動内容に合わせた備蓄品の選定を 



おススメの防災グッズ（共助） 

救助救出用 

・階段などの狭いとこ
ろでも、運搬しやすい 

・座った状態で運搬可
能 

・省スペース 

エレベータ閉込用 

・備蓄品を保管 

・トイレにもなる 

・省スペース 

本部運営用 

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞとして利用 

・どこでも貼れる 

・消さないで利用でき
る 

エレベータ備蓄ＢＯＸ 
ホワイトボード
フィルム 

折りたたみ担架 



 

 
 

６ 自主防災組織を作ろう 

自主防災組織とは・・・ 
   市民が自主的に防災活動を行う団体 

組織をつくるメリット 
   訓練の実施、定期的に話し合う場ができる 
   市や都からの情報提供 



まず生命を守る 

避難所の実態を知ろう 

自宅における生活継続 

「水・食料の備え」どうするか？ 

１ 

２ 

３ 

４ 

Ⅲ 住民が取り組むことは何か？ 

「トイレ対策」どうするか？ ５ 



１ まず生命を守る 

マンションは家具転倒が起こりやすい 

家具転倒の徹底 

生命を守り、生活スペースも確保 



２ 避難所の実態を知ろう 

（避難所で発生した事案の一例） 
•着替えスペースがなく、毛布の中で着替える女子高校生 

•泣き騒ぐわが子に過敏になり、叱りつける母親 

•アルコール臭い避難者が避難所内を徘徊していた 

•避難所で風邪が蔓延 



３ 自宅における生活継続 

自宅が無事なら自宅 

自宅における生活継続のメリット 

自宅における生活継続に必要なこと 

プライバシー確保 
揉め事に巻き込まれない 
好きな食事 

家が無事で生活スペースがある 
生活必需品の備え 
傷病者にならない 



４ 「水・食料の備え」どうするか？ 

災害時をイメージ ⇒ 家電・ガスコンロが使えない 

多めに備蓄！ 

使ったら買い足す！ 

カセットコンロが２つあると便利 

食料 

「普段使い」・「常温保存可」 

水 



５ 「トイレ対策」どうするか？ 

課題 水道が使えない 

下水が使えない 

公共のトイレは大行列 

対策 簡易トイレの備蓄（家のトイレをオマルに） 

水の備え（１回10㍑） 



おススメの防災グッズ（自助） 

掃除・養生道具 

・掃除機が使えない 

・ガラスや食器の処
理 

生活用品 

・メガネ、入歯の予
備 

・生活用品は１カ月
分 

安全管理 

・スリッパと皮手袋 

・ガラスなどの処理 

・手足を怪我しない
ために 



Ⅳ 活動事例紹介 

加古川グリーンシティ 





 



      階別安否情報シート（   ）階 
 

 記入者／階代表者名（           ） 
 
 記入日時（    ）年 （     ）月 （    ）日  午前・午後（     ）時（     ）分 

号室 名前 状況（人数・安否） 救護の必要性（内容） 

０１号室 

０２号室 

０３号室 

０５号室 

０６号室 

０７号室 

０８号室 

０９号室 

記入が終わりましたら２階対策本部までご提出ください。 
 



連絡依頼書兼安否不明ステッカー 
 

対策本部からのお願い 
 

（     ）号室にお住まいの方へ 

 

安否を確認したいので 

帰宅されましたら 

（      ：    号室） 

（      ：    号室） 

（      ：    号室） 

（      ：    号室） 

のいずれかまでご連絡ください。 

 

現在のメゾン井の頭の状況をご説明し、お住まいの災害状況 

や連絡先をお届け頂くための「災害連絡届」をお渡しします。 



                                                                 （     ）階 

災 害 連 絡 届 

届に記入し、（   ）号室（    ）のポスト（新聞受け）に入れてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 （＊）：支援が必要な高齢者、乳幼児、妊産婦、障害者 

 

代表者名 連
絡
先 

電   話 

号  室 携帯電話 

居住人数 その他 

 

被
害
状
況 

室内の被害状況 

居住者の安否 

負傷者の有無・状況 

災害時要援護者（＊） 
の有無・状況 

今後の生活予定 
該当する□に印を記入 
（  ）は内容を記入 

□自宅で生活       □マンション内で一時避難 
□防災拠点への避難   （避難所／ 号室） 
□親戚等へ疎開  疎開先：氏名（       ） 電話（    ） 
                  住所（                ） 
□その他（                               ） 

要 望 事 項 



 



 



マンションの防災対策 
発生確率が高くなっている 
大規模地震に備えて 

 
 

平成25年10月20日 
㈱住宅・都市問題研究所 代表 

平井 允 
マンション防災アドバイザー（港区、中央区） 

 
 



スライドの内容 
0. 大震災からの教訓 

１．大規模地震で何が起こるか 

２ ．被害の発生への備え 

３．武蔵野市のマンションの状況 

４．震災下でのマンションの強みと問題点 

５．大震災時の基本的対応 

６．マンションでの防災計画 例 

７．訓練等で体験していただきたい点 

８．震災時防災計画づくりのすすめ方 

 

 

 

 

 



0.大震災からの教訓 
     東日本大震災での被害状況 Ⅰ 

武蔵野市 
（武蔵野市庁舎）  

震度 5弱 

余震の多発 

覆る建築の常識 

 日経アーキテクト編 より 

重たい原子力発電所事故 



東日本大震災での被害状況 Ⅱ 

◇福島県庁東文庁舎一号館（最大震度５強） 

6階（食堂陳列棚の移動）   5階（ロッカーの横転）  （ロッカーの横転と書類の散乱） 

◇10階建て 集合住宅（仙台市内 非構造壁にせん断破壊が起こった例） 

扉が歪んで開閉で
きない状況が発生 

日本建築学会調査報告書より 



東日本大震災の被害状況 Ⅲ 

液状化による被害 

覆る建築の常識 日経アーキテクト編より 

浦安市 

横浜市 内陸部 



東日本大震災 武蔵野市の状況 
（市役所ＨＰ 東日本大震災 武蔵野市の対応と明日への備え） 

以
下
続
く 



参考資料 地震の被害想定（計画の前提） 

東京湾北部地震Ｍ７．３ 震度分布図 

   出展：首都直下地震等による東京の被害想定（平成24年4月18日公表） 



元禄型関東地震M８．２ 震度分布図 

   出展：首都直下地震等による東京の被害想定（平成24年4月18日公表） 



   出展：首都直下地震等による東京の被害想定（平成24年4月18日公表） 

多摩直下地震  M７.３ 震度分布図 



   出展：首都直下地震等による東京の被害想定（平成24年4月18日公表） 

立川断層帯地震  M７.４ 震度分布図 



東京湾北部地震Ｍ７．３ 震度分布図（拡大図） 

武蔵野市 



武蔵野市地域防災計画（平成25年度修正） 

１．大規模地震で何が起こるか！ 



◆ 減災目標 

  東京都の想定（東京湾北部地震M7.3  

  武蔵野市  震度６強 6弱 東京都地域防災計画） 

 

 【被害軽減と都市再生に向けた目標（減災目標）】 
     目標ライフラインを６０日以内に95％以上回復する。 

     （復旧に必要な日数） 

・電力 7日         ・上水道 ３０日 

・通信14日        ・下水道 ３０日 

    ・ガス60日 



◆実生活への影響 
 

・揺れによる家具等の倒壊（余震を含む）（けが人の発生） 
 
・停電⇒ エレベーターの停止（上下階への行き来が不便になる） 
（非常階段利用） 
 
水道の停止（管内に溜まったものは出る） 
 
排水ポンプの停止（トイレの使用不可） 
 
・電話回線がパンク 
 
・帰宅困難者の発生（企業側での対策が進む当分企業内の在留） 



２．被害の発生への備え 

震度階級 人の体感・行動 屋内の状況 屋外の状況 

６弱 立っていることが困難になる。 固定していない家具の大半が
移動し、倒れるものもある｡ドア
が開かなくなることがある｡ 

壁のタイルや窓ガラスが破
損、落下することがある。 

６強 立っていることができず、はわな
いと動くことができない。揺れに
ほんろうされ、動くこともできず、
飛ばされることもある。  

固定していない家具のほとん
どが移動し、倒れるものが多く
なる。 

 

壁のタイルや窓ガラスが破
損、落下する建物が多くなる。
補強されていないブロック塀
のほとんどが崩れる。  

 

７ 固定していない家具のほとん
どが移動したり倒れたりし、飛
ぶこともある｡ 

壁のタイルや窓ガラスが破
損､落下する建物がさらに多
くなる。補強されているブ
ロック塀も破損するものがあ
る。  

 

表 震度による体感イメージ 

資料：気象庁震度階級解説表 

固定していない家具はほとんど倒れてしまいます。 



阪神淡路大震災（平成7年1月）の揺れを再現 千葉市ｳｪﾌﾞ 
震度６、震度７ マグニチュード7.3 

福岡県西方沖地震（平成17年3月） かよいちょ掲示板倉庫 

震度6弱 M.7.0 



阪神・淡路大震災 室内の揺れの記録 

ＮＨＫアーカイブより 



東京消防庁作成 宮城県仙台市 震度6強 １分４２秒 
１１秒後に本棚転倒 

参考資料 東北地方太平洋沖地震時の仙台市における室内被害状況を再現したもの 

東京都消防庁 電子図書館 ビデオライブラリーより 



東京消防庁作成 超高層ビル高層階 東京都新宿区 震度6弱相当 3分21秒 
１分４５秒ごろ 本棚転倒 

東北地方太平洋沖地震時の東京都内における室内被害状況を再現したもの 

東京都消防庁 電子図書館 ビデオライブラリーより 



新宿区防災マニュアル 初めの一歩より 



ライフライン 気象庁による被害想定 ライフライン支障率 

（ ）：応急復旧日数 

ガス供給の停止 安全装置のあるガスメーター（マイコンメーター）では震度５
弱程度以上の揺れで遮断装置が作動し、ガスの供給を停
止する。 

さらに揺れが強い場合には、安全のため地域ブロック単位
でガス供給が止まることがある※。 

ガス    100.0％（53日） 

 

断水、停電の発生 震度５弱程度以上の揺れがあった地域では、断水、停電が
発生することがある※ 

上水道   68.7％（30日） 

下水道   28.8％（30日） 

 

電気     11.2％（6日） 

電話等通信の障害 地震災害の発生時、揺れの強い地域やその周辺の地域に
おいて、電話・インターネット等による安否確認、見舞い、問
合せが増加し、電話等がつながりにくい状況（ふくそう）が起
こることがある。そのための対策として、震度６弱程度以上
の揺れがあった地震などの災害の発生時に、通信事業者
により災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板などの提供が
行われる。  

 

電話               1.6%（14日） 

 

エレベーターの停止 地震管制装置付きのエレベーターは、震度５弱程度以上の
揺れがあった場合、安全のため自動停止する。運転再開に
は、安全確認などのため、時間がかかることがある。 

表 ライフラインの被害想定 

資料：気象庁震度階級解説表／港区地域防災計画 

建物は安全ですが、ライフラインには一定の被害が想定さ
れます。（エレベーターは止まることが前提になります。） 



◆ マンションの状況（想定） 

◆地震のゆれを感知して、エレベーターが止まります。 

（最寄階に停止、中にいる方が外にでると、自動的に扉が閉まります。） 

（エレベーターは一般的に、安全確認ができないと、再始動しません。） 

（地震発生時に止まって 扉の開いているエレベーターに乗らないでください） 

◆上下方向の移動にエレベーターが使えません。 

◆震度やゆれ方によって、ライフラインが途絶えます。 

◆一番の問題は、電気が使えなくなることです。 

◆電気が使えなくなることで、トイレが使えません。 

◆不便な中での生活、自助・共助が不可欠です。 

 



３．武蔵野市のマンションの状況 

平成２４年10月 417棟 15,625戸 
武蔵野市分譲マンション実態調査 2012より 



◆ 武蔵野市のマンションの状況 Ⅱ 

武蔵野市分譲マンション実態調査 2012より 



◆ 武蔵野市のマンションの状況 Ⅲ 

武蔵野市分譲マンション実態調査 2012より 



◆ 武蔵野市のマンションの状況 Ⅲ 

武蔵野市分譲マンション実態調査 2012より 



参考資料 マンション分布図 

武蔵野市分譲マンション実態調査 2012 作業資料より 



４．震災下でのマンションの 
           強みと問題点 

• エレベーターが止まると
移動が困難 

1. 救護や食料・飲料水の確保が困
難 

2. ゴミ等汚物の処分が困難 

3. 生活用水（トイレ、炊事等）の運搬
が困難 

• 情報伝達が困難 
1. 近隣コミュニティが希薄 

• 共用設備は管理会社し
か使い方が分からない場
合がある 

 建物強固、耐火性能高い、 

 ライフライン依存度大 

 管理組合がある 

1. 共助の可能性を持っている 

2. 管理会社を通じて、施設・設備の
点検、復旧体制がある 

 共用部分がある 

1. 玄関ロビー、管理室などが災害
時に活用できる 

2. 非常用の設備が準備されている。 

 
 



５．大震災時の基本的な対応 

• 大地震が起こった場合、市の想定では、行政が機能す
るまでに一定の時間が必要。（公助の発動） 

• 市民の方は、自助を基本に、助け合って活動することが
前提（自助、共助）。 

・避難の必要が少ない住宅では、居住者が対策本部を自
ら設置する等、自宅で生活できるように準備しておく。 

・震災時下での高層住宅・マンションの全居住者の活動の
ルールを予め決めておくことが大切になっています。 

  （震災時防災計画策定が大切です。） 



「震災時の自立に向けて」防災計画を検討すること
が必要になっています。 

• 大地震発生後のライフ
ライン等被害状況 

• 復旧までの間に予想さ
れる状況 

などを把握し、自助・共助で震災後しばらくの間、
自宅で過ごすことが前提です。 
自宅での生活が可能で危険がないときには避難する必要はあ
りません。 

1. 発災直後 

2. ２～4日目 

3. 5日～日常生活へ 
発災から1週間程度の各段階に対応した活動の
ルールブックになります。 

4. 大地震に備えた防災活動 
平常時の活動のルールブックも大切です 

震災時防災計画の内容 

毎日を安全で快適に過ごすために、日ごろ
からの対応が大切になっています。 

被災時のマンション内での自助・共助等
の活動のルールを計画として定めます。 



地震発生直後の混乱期 

人命の救助・救護を中心にした活動 
例えば、 

 安否確認、情報伝達、救護所の開設 

震災時 

防災計

画 

隣近所 

各家庭 

管理組合 

自治会 

防災会 

防災計画を利用した居住者間での連携が大切になります。 

自治会や 

周辺企業と
の連携 



総務省消防庁ｈｐより 

参考資料 



Ａ
【
発
災
期
】
地
震
発
生
後
・
１
日
目
の
活
動 

Ⅰ 各住戸の活動 【身の安全を確保】 

•自分と家族の身の安全確保 
•揺れがおさまったら、火元の確認 
•避難路を確保 
•設備の安全点検（電気ブレーカーを落とし、ガス・水道の元栓を閉める） 
•各階の所定の集合場所に集合（Ａ、Ｂ、Ｃ地区ごとに集合の場所を決めておく
） 

 Ⅱ 各階での活動 【各階の居住者の安否確認、救助・救護】 

 各階の代表者の選出と役割分担 （階ごとのフロアチーフや班担当を決める） 
 各階での安否確認 
 救助・救護活動 
 負傷者の応急手当 
 住戸内に閉じ込められた住民の確認・救助 
 協力要請（対策本部を通じて 医師、看護婦、介護経験者等の協力を要請） 
 災害時要援護者と負傷者の誘導 
 各階の情報のまとめ 
 各階の情報を対策本部に報告 
 

  

 
◆大規模地震発生直後   
 の活動イメージ Ⅰ 

６.マンションで
の防災計画 例 



Ａ
【
発
災
期
】
地
震
発
生
後
・
１
日
目
の
活
動 

Ⅲ 対策本部の活動 【各階からの情報の集約、安否確認情報の整理、 
   救助・救護活動の支援、出入口の管理など】 
 

対策本部の設置 

（設置基準：震度5強以上の地震が発生した場合 対策本部を設置する 等） 

（設置の場所：エントランスホール等） 

（役割分担、計画されている人員配置） 

（本部長、副本部長、班長）（不在の場合の対応） 

 

班構成と役割分担連絡通報 

① 情報班 （情報収集、備蓄品の供給） 

② 救護班 （負傷者への対応 要支援者への対応） 

③ 安全班 （建物の安全確認、避難誘導、出入り口の管理） 

④ 物資班 （緊急物資等への対応） 

◆大規模地震発生直後の活動イメージ Ⅱ 



対策本部の体制の充実 
 本部長／副本部長、情報班、救護班、安全班の人員補強 
 物資班の設置 
 （帰宅者の参加による人員強化、居住者参加の推進 

情報班の活動：居住者の情報把握、情報提供 等 

Ｃ【復旧期】 ４日目以降の活動 
        対策本部の縮小：平常時の体制への移行 

安全班の活動：出入り口管理、防犯活動、建物安全確認 等 

救護班の活動：救護活動、負傷者搬送 等 

物資班の活動：備蓄管理、救援物資の配布 等 

Ｂ
【被
災
生
活
期
】地
震
発
生
後
・2
～
3
日
目
の
活
動 

電気の復旧が活動の目途になる 

◆大規模地震発生２日目 以降の活動イメージ Ⅱ 



中高層マンションの防災対策マニュアル マンション防災 初めの一歩 新宿区 より   

参考資料  



中高層マンションの防災対策マニュアル マンション防災 初めの一歩 新宿区 より   



１）各住戸の活動【身の安全を確保】 
• 大地震が発生した時は、まず、自分の身の安全の確保、家族の状況確認、住戸
の安全確認を行います。慌てず落ち着いて行動することが大切です。 

  

 ① 自分と家族の身の安全を確保 
    ↓ 
 ② 揺れがおさまったら、火元の確認 
    ↓ 
 ③ 避難路を確保 
   （事前に住戸からの避経路を確認しておく） 
   （ドアが変形したりして開閉できない場合、バルコニーから隣室に避難する 
    場合も想定される。）   
    ↓ 
 ④ 設備の安全確認 
   （電気ブレーカーを落とし、ガス・水道の元栓を閉める。） 
    ↓ 
 ⑤ 各階の所定の集合場所に集合 
   （余震がおさまった時点で、外に出てご近所の安否を確認し合う。） 

   （例 エレベーターホール前）  ⇒具体的な場所を決めておく 

７．訓練等で体験していただきたい点 



２）各階での活動（共助での対応） 
• 揺れがおさまり、各住戸での安全確認が済んだら、階ごとに所定の場所に集合し
て安否を確認します。 

• 体制を整え、災害時活動マニュアル（以下マニュアル）をもとに活動します。 
•   

 ① マニュアルの準備（取出しと活動内容の確認） 
    ↓                    

                       マニュアルの保管場所 （訓練までに場所を決めておく）              
                   １．各住宅（全戸に事前に配布、保管場所方法提示） 
                   ２．各階に保管  
                    （１）消火栓格納箱 （非常用コンセント） 
                    （２）○○○○○（壁の所定の場所に貼り付けておく） 
                           （筆記用具を含めて保管する） 

 
 ② 各階の代表の選出と役割分担 
   ▼ 災害発生時点で在宅されている方の中からフロアリーダー、サブリー 
      ダーを選出する。 （世話役の選出）（予め決めておくやり方も想定できる） 
   ▼ フロアリーダーは担当階の状況把握や指示を行う。  
   ▼ その他の居住者で負傷者の救助・救護、階情報のとりまとめ等を行う。  
   ▼ フロアリーダーは常に階の集合場所に在席し、活動指示に徹する。 
•   

   ↓ 
 ③ 各階での安否確認 
   ▼ フロアリーダは、住民の安否確認をし、「階別安否情報シート」（マニュアル   
     に収録）に状況を記入する。 



 ④ 救助・救護活動 
  ▼ 安否不明の住戸は、玄関ドアを叩き呼びかける。  
  ▼ ドアが壊れている場合は、バルコニーなど、ほかの経路を使い呼   
    びかける。 

 
    [参考] 
     安否確認の方法として、「安否確認カード」を活用する例がある。 
     安否確認カード（室内の状況をドアにぶら下げてフロアリーダー等に知らせ） 
      （○○号室 在宅者○○人 全員無事です等） 
     ただし、使い方のルールを明確にして置くことが大切になる。 

    
      ↓ 

 ⑤ 負傷者の応急手当 
  ▼ エレベーターホール等のスペース、または住戸内に安全な場所を確保 
    し負傷者を誘導する。  
  ▼ 軽傷者には、各家庭の救急セットや備蓄の医療品を活用し応急手当を 
    行う。  
  ▼ 重傷者は、対策本部を通じて消防署に救助を依頼する。 

 



 ⑥ 住戸内に閉じ込められた住民の確認・救助 
   ▼ 安否不明の住戸については、ドアからの確認、バルコニーからの確認を行う。 
    （バルコニーのガラス戸の破壊は、火災による延焼や強風などにより危険な 
     場合もある。）  
   ▼ 住戸内からの救助要請等に応じて救助用資器材等を活用し、玄関のドアを 
     開ける。  
   ▼ 安否不明の災害時要援護者の住戸は、ドアの外から在宅を確認し、応答が 
    ない場合は、救助用資器材等を活用して玄関のドアを開け確認する。 

↓ 

    [安否確認・救助の方法と居住者の了解］ 
     ●緊急の場合は、ドアを開けること、ドアを壊すことの了解を居住者全体で   
      共通認識しておくことが必要になる。 
     ●リストづくりを含めた、災害時要援護者への対応のルールづくりが必要に 
      なる。 

 

 ⑦ 協力要請 
   ▼ 対策本部を通じて、医師、看護婦、介護経験者等の協力を要請。 
   ▼ 救護活動は基本的に階単位で行うが、活動人員が不足する場合は、上下階  
     や対策本部に応援を要請。 



  ↓ 

 ⑧ 災害時要援護者と負傷者の誘導 

  ▼ 待避所（救護所）が設置された場合は、階段を使用し、各階の救護班が付き 

    添って誘導する。 （各階のリレー方式）  

  ▼ 移動が困難な災害時要援護者、負傷者は、担架等を使用して搬送する。 
  ↓  

         担架(避難階段で転回できるもの）、階段避難車など 

         備蓄の検討 

 

 ⑨ 各階の情報のまとめ 

 ▼ 各階で協力して、各住戸の安否確認情報を整理する。  

 ▼ 各住戸の状況を「階別安否情報シート」に記入する。 

  ↓ 

 ⑩ 各階の情報を対策本部に報告 

 ▼ 「階別安否情報シート」を対策本部に届ける。  

 
        ［活動例］ 

           ① 上層階から順番に下の階へ情報を伝達（リレー方式） 

           ②  各階から直接対策本部へ情報を伝達（トランシーバー等）  

              （備蓄が必要） 

 

 

 



記入者／フロアチーフ（　　　　　　　　　　　　　　　）

記入日時（　　　　　　　　　）年（　　　　　　）月（　　　　　　　）日　　午前・午後　（　　　　　）時（　　　　　　）分

号室 名　　　　前 状況（人数・安否） 救護の必要性（内容） 号室 名　　　　前 状況（人数・安否） 救護の必要性（内容）

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

○○号室 ○○号室

様式-1　階別安否確認シート

階別 安否確認シートの例 



安否確認訓練の様子 

エレベーター前に集まっ
て挨拶と点呼 



安否確認カードの例 

マグネットシートは大地震などにより甚大な被害が発生した際に、安否確認が不必要な
住戸を早期に特定し、同時にマンション全体での安否確認を迅速に集計するために利
用します。普段は玄関〈ドア〉内側の目立たない場所に貼って保管しておき、有事に活用
します。 

  

緊急時安全確認ステッカー 

 

         連絡欄（避難先など、連絡事項がありましたら記入してください。） 

   

          号室 

◆大きな災害が発生した際
に、室内の無事を知らせる
ためのマグネットシートで
す。 

◆普段は、玄関の内側に貼
っておいて下さい。 

 

◆大きな災害が発生した際に、
安否確認の声かけを行いま
す。 

◆声かけの必要がない場合は、
このマグネットシートを玄
関の外側に貼り出して、お知
らせください。 

部屋から避難する場合は、ガス･水道の元栓を閉め、電気ブレーカーを下ろしましょう 

 

ここは明石町5-13 

シャルマン築地明石町 
マンション名 
 



マグネットカードの活用事例 

（ＷＣマンション 訓練写真） 



８．震災時防災計画づくりの進め方 

Ⅰ 基本方針（共助のための体制づくり） 
 
①居住者、管理組合、管理会社が連携した防災体制をつくる 

②居住者の状況を把握し支え合う関係をつくる 

③災害が起きたときの安全を確保し、被災生活を支える 

④災害が起きたときの備えをつくる 



Ⅱ 震災時防災計画の検討体制（案） 

管理組合 

（仮称）震災時防災計画検討会議 

管理組合理事、自治会役員、 

防災に関心のある居住者（公募等） 

等で構成 

自治会・防災会 

（自主的な防災組織） 



Ⅲ.策定の手順 （標準的な案 ４～6回程度で計画立案） 

①

（
仮
称
）
震
災
時
防
災
計
画
検
討
会
議
の
設
置 

 
 

講
演
会
開
催
・会
議
メ
ン
バ
ー
の
募
集 

②

震
災
時
防
災
計
画
検
討
の
進
め
方
の
相
談  

 
 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
・建
物
点
検
・建
物
・設
備
点
検 

 

③

震
災
時
防
災
計
画
案
の
内
容
検
討 

 
 

防
災
体
制
の
課
題
の
整
理
・災
害
時
・平
常
時 

 
 

 
 

 
 

 

ニュース1号 ニュース2号 

④

震
災
時
防
災
計
画
案
の
公
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

報
告
会
等 

居住者アンケート／設備点検ツアーの実施 

防
災
訓
練
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
な
が
ら
検
討 

実際の安
否確認訓
練実施 



Ⅳ． 防災計画の事例 



 

高層マンションは耐震性に優れているため、大地震が起きてもコスモ東京ベイタワーでは、建物に大きな被

害を受けませんが、ライフラインは大きな被害が発生することが予想されます。また、被災後数日間は区役

所や消防などの公共機関の機能、ライフラインの復旧は難しいため、コスモ東京ベイタワーの居住者が協

力して被災生活を送ることができるよう震災時活動マニュアルを作成しています。ぜひ、本編もご覧になって

ください。 

 

ＰＯＩＮＴ1 地震になり、ライフラインが被害を受けると・・・ 

■エレベーター 

１．震度４以上で非常用エレベータ－を含め、全てのエレベーターは最寄階に停止し、

扉が開きますが、その後、扉が閉まり、安全が確認（数時間から数日間）されるま

で動きません。 

震度４以上の地震で、非常用エレベーターも使えなくなります。 

■インターフォンによる防災センター（管理室）との連絡 

１．大地震などの緊急時、館内放送が共用廊下のスピーカーから流れます。 

非常ボタンは押さないでください。 

■非常用電源（約５時間稼働） 

１．停電した場合は、緊急用共用部の設備のため、非常用自家発電機が作動します。稼働時間は約５時間

です。非常階段を含め館内の非常灯は約5時間点灯し、その後電気が復旧するまでは照明はつきません。 

■水道・下水道 

１．水道は、停電するとポンプが動かず断水します。 

２．下水は、停電すると下水道本管に放流できません。トイレは流さず、災害用トイレを

使います。ゴミは、回収が始まるまで、各戸で保管する必要があります。 

■出入口 

１．マンションの出入口は、停電すると、エントランスのオートロックが解除され、自動

ドアは動きません。通電するまで、手動で開閉します。 

２．駐車場のシャッター、機械式の車庫は、停電すると動きません。 

ＰＯＩＮＴ2 大きな被害を受けないためには日頃の備えが大事 

＊管理組合では、1 戸当たり飲料水 2L×３本、アルファ米 9 食、簡易トイレ 12 セットを備蓄しています。 

1．室内の防災対策 □ 家具等の転倒・移動防止 

  □ テレビ・パソコン等の落下・移動防止 

  □ ガラスの飛散・落下防止、履き物の用意 

  □ 避難路の確保、ベランダの整理 

2．ライフラインの途絶 □ 停電への備え（懐中電灯・携帯ラジオ） 

  □ 飲料水・生活用水・簡易トイレセットの用意 

3．エレベーターの停止 □ 食糧品・飲料水・医薬品の備蓄 

■自宅で備蓄することが望ましい食糧・物資など 

食料品等（３日分） 医薬品等 

□主食（米、レトルト、フリーズドライ品等） 

□副食（缶詰、瓶詰め、乾物等） 

□乳幼児・子ども用(粉ﾐﾙｸ、おやつ)／病人用治療食 

□飲料水（1 日分：１人 3 リットル） 

□常用薬 

□救急薬品 

□包帯、三角巾、さらし 

□使い捨てカイロ 

コスモ東京ベイタワー地震防災のしおり 

このしおりは、コスモ東京ベイタワー震災時活動マニュアル（平成 23 年３月作成）のダイジェストです 
ＩＮＴ3 地震が発生。まずは、（シューズクローク内マニュアル９～10 頁） 

１．自分と家族の身の安全を確保する 

●家具類の転倒や物の落下から身を守るため、机の下などで揺れが収まるのを待

ちます。 

２．火元を確認する 

●揺れがおさまったら、火元を確認します。 

３．避難路を確保する 

●火元の確認後、避難ができるように玄関の戸を開け、避難路を確保します。 

●ドアが開かない場合には、ドアをたたくなどして、廊下に出ている人に助けを求めます。 

４．設備の安全を確認する 

●電気、水道、ガスは、安全の確認ができるまで使用しないでください。電気のブレーカーを落とし、ガ

ス・水道の元栓は閉めてください。 

●トイレは、被害状況が確認できるまで使用せず、災害用トイレを使用してください。 

 

ＰＯＩＮＴ4 対策本部を立ち上げます。（マニュアル 11～21 頁） 

１．シューズクロークに保管している震災時活動マニュアルを取り出し、居住階のエレベー

ターホールに集まります。 

２．手分けして、出てきていない住戸のドアを叩き、無事か、助けが必要か確かめます。 

３．６階以下にお住まいの方は、対策本部の活動を行うため、２階集会室に集合します。 

４．マンション全体の被害状況を把握するため、対策本部（２階集会室）に情報を集めます。 

５．エレベーターも電話も使えない状態です。５つのブロック単位でトランシーバーを使っ

て対策本部と通信します。 

６．助けの必要な方を皆さんで助けます。（閉じ込めの救出、避難の誘導、応急手当） 

７．地域の情報を集め、館内放送で流します。 

 

ＰＯＩＮＴ5 被災二日目からは・・・（マニュアル 22～35 頁） 

「首都直下地震による東京の被害想定報告書」では、電力の復旧が地震発生後６日で最も早く、上下水道が

約１ヶ月、ガスは２ヶ月近くかかると想定しています。復旧までは、引き続き協力して、生活を送ります。 

1．エントランスで入出館者を確かめます。 

2．防災備蓄品の配布を行います。 

３．マンション建物の被害状況を確かめます。 

 

緊急連絡先 一覧             ＊コスモ東京ベイタワー管理室 ０３－５５４７－１２０３ 
連絡先 電話番号 連絡先 電話番号 

管理会社 

日本管財緊急センター 

03-3252-0091 

（24時間対応） 

中央区役所 03-3543-0211 

月島警察署 03-3534-0110 

エレベーター 

東芝エレベータ 

 

03-3545-0812 

臨港消防署 03-3534-0119 

東京電力 0120-995-005 地域防災拠点 

豊海小学校 

 

03-3534-1251 

東京ガス  （お客様センター） 

（ガス漏れ連絡） 

0570-002211 

03-5484-0444 

救急指定病院 

聖路加国際病院 

 

03-3541-5151 

東京都水道局（千代田営業所） 

（お客様センター） 

03-5298-5351 

03-5326-1101 

最寄りの救護所 

中央区保健所 

 

03-3541-5936 

電話  

NTT東日本 

0120-635-225 所属町会 

勝どき西町会 

03-3531-0048 

（町会長宅） 

 

参考資料 震災時活動計画のしおり（A４サイズ 各戸に配布） 



参考資料  武蔵野市の耐震関連 助成制度 

詳細は市役所ＨＰ参照 




